
人 

事 

案 

件 

に 

同 

意

子
育
て
応
援
食
育
推
進
事
業
費

食
費
等
の
物
価
高
騰
で
家
計
に
影

響
を
受
け
て
い
る
、
中
学
生
ま
で
の

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
市
産
直
施
設

で
使
用
で
き
る「
子
育
て
応
援
券
」を

１
世
帯
あ
た
り
１
万
円
分
配
布
し
、

支
援
す
る
た
め
の
費
用　
　７

０
１
９
万
円

❶市長から議案の提案
説明	 ６/12㊊
❷委員会付託
　常任委員会に審査を付
託	 ６/12㊊
❸予算審査特別委員会
　補正予算	 ６/12㊊
❹一般質問	　	

６/13㊋～６/20㊋
❺予算審査特別委員会
　補正予算	 ６/22㊍
❻常任委員会
　総務文教・市民福祉・
　建設環境委員会

６/23㊎～６/27㊋
❼委員長報告
　各常任委員会・予算審
査特別委員会の審査結
果報告	 ６/29㊍
❽討論
　賛否を表明し議論を交
わす	 ６/29㊍
❾採決
　議案の可否を決定

６/29㊍

環
境
保
全
事
業
費

（
省
エ
ネ
家
電
買
替
支
援
事
業
）

電
力
・
ガ
ス
の
価
格
高
騰
を
ふ
ま

え
、
省
エ
ネ
性
能
に
優
れ
た
家
電
製

品
へ
の
買
い
替
え
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
す
る
費
用

３
４
４
２
万
円

学
校
給
食
事
業
費

小
・
中
学
校
に
対
し
、

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校

給
食
費
の
徴
収
金
額
を

増
加
す
る
こ
と
な
く
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を

保
っ
た
学
校
給
食
を
継
続
す
る
た
め

の
補
助
を
す
る
費
用
。
ま
た
、
市
立

幼
稚
園
に
対
し
、
パ
ン
と
牛
乳
の
価

格
上
昇
分
の
補
助
を
行
い
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
費
用　３

７
３
６
万
円

《
固
定
資
産
評
価
員
》

谷た
に
ぐ
ち口　
由ゆ

き貴

任
期　
同
意
後
に
任
命
を

受
け
た
日
か
ら　

国
に
対
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
延

期
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
会　

阿
部　
伸

全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会

の
不
当
な
声
明
に
対
す
る
陳
情

基
本
的
人
権
と
信
教
の
自

由
を
守
る
福
岡
県
民
の
会

江
頭　
一
樹

意
見
書

小
児
用
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
お
け
る
慎
重
な
対

応
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
山
本　
祐
平

賛
成
者　
尾
島　
武
弘

佐
伯　
美
保

賛
成
多
数
で
可
決

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書

提
出
者　
戸
田　
進
一　

賛
成
者　
石
田　
ま
な
み

豆
田　
優
子　

佐
伯　
美
保　

山
本　
祐
平　

岩
下　
　
豊　

賛
成
多
数
で
可
決

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　
３
億
１
４
９
６
万
円
を
追
加
し

総
額 
２
９
３
億
８
９
９
５
万
円

６月定例会の流れ

陳　
　
情

▲８月発行の子育て応援券綴り

ふんちゃんを探せ！
ふんちゃんクイズ

①市議会の常任委員会の数は?
②次回定例会の閉会予定日は?
③6月定例会で一般質問をした人数は?

ヒントは、ページをめくって私を探してね。

直
近
の
定
例
会
の
内容をお知らせします。

６月
定例会
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施
設
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
宮
司
公

民
館
の
廃
止
決
定
を
す
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

宮
司
公
民
館
の
ホ
ー
ル
は
令
和

４
年
度
は
３
０
１
日
開
館
で
約
７
０

０
０
人
の
利
用
者
が
い
る
が
、
ホ
ー

ル
廃
止
後
の
利
用
者
代
替
施
設
は
考

え
て
い
る
か
。

　
　

市
内
の
既
存
の
施
設
で
あ
る
、

福
間
体
育
セ
ン
タ
ー
、
津
屋
崎
体
育

セ
ン
タ
ー
、
福
間
武
道
館
、
津
屋
崎

武
道
館
を
考
え
て
い
る
。

　
　
宮
司
公
民
館
廃
止
の
説
明
会
は
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
周
知
し
た
の
か
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

の
途
中
ま
で
に
、
１
回
で
も
利
用
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
人
に
対
し
て
案
内

を
郵
送
し
た
。
ま
た
、
中
央
公
民
館

お
よ
び
宮
司
公
民
館
に
説
明
会
の
案

内
を
掲
示
し
た
。

付
帯
決
議

宮
司
公
民
館
の
廃
止
に
よ
っ
て
公

民
館
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
ホ
ー
ル

（
体
育
館
）を
分
離
、
独
立
さ
せ
、
体

育
館
と
し
て
条
例
を
制
定
し
、
市
が

維
持
管
理
と
運
営
を
行
い
存
続
さ
せ

る
こ
と
。

提
案
理
由

①
ホ
ー
ル（
体
育
館
）は
色
々
な
ス
ポ

ー
ツ
や
多
目
的
な
利
用
が
で
き
る
市

民
の
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
か
ら
の
存
続
を
望
む
声
が
多

く
聞
か
れ
て
い
る
。

②
宮
司
地
域
を
始
め
、
海
岸
通
り
の

西
福
間
地
区
な
ど
広
い
地
域
で
人
口

が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
避
難
所
が
極
端
に
少

な
い
。
耐
震
性
が
新
基
準
で
あ
り
、

同
施
設
の
立
地
か
ら
み
て
も
災
害
発

生
時
の
避
難
所
と
し
て
利

用
で
き
る
と
考
え
る
。

（
総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

▲宮司公民館とホール（体育館）

公
民
館
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決（
付
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
可
決
）

　

新
設
小
学
校
建
設
事
業
用
地
と
し

て
財
産
を
取
得
す
る
。

主
な
質
疑

　
　

１
件
未
契
約
だ
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
遅
れ
は
生
じ
な
い
か
。

　
　

土
地
の
取
得
に
合
意
は
得
て
い

る
。
手
続
き
は
進
行
し
て
い
る
た
め

問
題
な
い
。

主
な
討
論

　
　
　

学
校
建
設
用
地
と
し
て
は
安

全
性
確
認
が
不
十
分
で
、
保
護
者
や

市
民
へ
の
説
明
が
不
足
し

て
い
る
。（

総
務
文
教
委
員
会
審
査
報
告
）

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
森

林
環
境
税（
国
税
）の
賦
課
、
徴
収
の

改
正
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

主
な
質
疑

　
　

年
１
０
０
０
円
の
税
金
の
徴
収

は
、
一
括
な
の
か
分
割
な
の
か
。

　
　

特
別
徴
収
で
は
月
割
、
普
通
徴

収
で
は
年
４
回
の
分
割
に
な
る
。

　
　

令
和
４
年
度
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
使
い
道
は
。

　
　

防
風
竹
柵
設
置
や
修
繕
費
、
公

園
改
修
事
業
な
ど
に
７
２

０
万
円
が
充
当
さ
れ
て
い

る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
審
査
報
告
）

▲新設小学校の建設予定地。委員会では否決
だったが、本会では可決▲森林環境譲与税の有効活用を

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

賛
成
少
数
で
否
決

税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

本
会
可
決

反
対

常 任 審委 査員 報会 告 議案等を常任委員会で議論し、
審査した結果の報告です
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
現
状
お
よ
び
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

調
査
結
果

市
で
は
学
校
教
育
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
も

つ
特
性
を
活
か
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
。
学
習
面
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
は
じ
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
ほ

ぼ
毎
日
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
電

子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

に
よ
っ
て
、
効
果
的
な
資
料
閲
覧
が

可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
端
末
を
用
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
食
育
指
導
な
ど
使
途
は
多
岐
に

わ
た
る
。
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
で
は
、

ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
や
情
報
の
客
観
的
な

見
極
め
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
る
。

本
市
は
人
口
増
加
が
著
し
く
、
児

童
数
の
増
加
と
共
働
き
世
帯
の
急
増

に
よ
っ
て
、
学
童
保
育
へ
の
受
け
入

れ
と
保
育
環
境
の
改
善
を
望
む
声
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
学
童
保
育
所
の

現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

市
の
学
童
保
育
所
の
利
用
人
数
は
、

総
定
員
９
０
０
人
に
対
し
て
、
入
所

者
と
待
機
児
童
を
合
わ
せ
る
と
１
０

２
０
人
に
な
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て

い
な
い
。
低
学
年
の
受
け
入
れ
を
優

先
的
に
考
慮
し
て
い
る
た
め
、
４
年

生
以
上
の
高
学
年
の
待
機
児
童
の
割

合
が
多
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

障
が
い
児
や
見
守
り
が
必
要
な
児

童
数
も
少
な
く
な
い
。

教
職
員
業
務
と
し
て
は
遠
隔
利
用
、

情
報
共
有
、
効
率
化
、
授
業
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
寄
与
し
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
特
に
有
用
だ
っ
た
。
教
師
支
援

の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、

業
務
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

委
員
会
の
意
見

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
幅
が
広
が
る
一
方

で
、
様
々
な
課
題
が
見
受
け
ら
れ
た
。

ま
ず
費
用
面
は
、
児
童
・
生
徒
数

増
に
よ
る
追
加
整
備
が
必
要
に
な
る
。

修
理
・
維
持
費
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
費
用
も
あ
る
が
、
特
に
更
新
は
一

度
に
多
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
た

め
、
計
画
的
な
更
新
と
予
算
の
確
保

が
必
要
と
考
え
る
。

運
用
面
は
、
ル
ー
ル
構
築
や
指
導

方
法
の
研
究
、
活
用
方
法
の
共
有
な

ど
で
各
校
に
差
が
あ
る
。
市
全
体
で

統
一
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
た
め
に
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
方
針
を
示
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
成
の
検
討
を
望
む
。

ま
た
健
康
面
は
、
長
時
間
使
用
に

よ
る
ネ
ッ
ト
依
存
、
視
力
低
下
や
運

動
不
足
を
懸
念
す
る
。
十
分
な
配
慮

と
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
他
の
調
査
項
目

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

保
護
者
か
ら
の
要
望
の
中
に
は
、

長
期
休
み
に
は
開
所
時
間
を
早
め
て

ほ
し
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

ま
た
学
校
の
過
密
化
に
伴
う
校
区

外
通
学
の
導
入
に
よ
っ
て
、
入
所
申

請
の
手
続
き
を
重
複
し
て
行
う
な
ど

混
乱
が
生
じ
た
た
め
、
改
善
が
必
要

で
あ
る
。

現
在
の
学
童
保
育
所
の
雇
用
形
態

は
、
市
全
体
で
常
勤
が
17
人
、
非
常

勤
が
83
人
で
あ
る
。
当
日
の
利
用
者

の
出
席
状
況
に
応
じ
て
、
必
要
と
す

る
人
員
配
置
を
運
営
事
業
者
が
し
て

い
る
。

委
員
会
の
意
見

学
童
保
育
所
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、
対
応
で
き
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
。
指
導
員
や
支
援
員
の

必
要
性
に
対
応
す
べ
く
、
市
独
自
の

適
正
配
置
の
検
討
や
資
質
向
上
の
た

め
研
修
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
よ

う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
や
委
託
事
業

者
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、
市
は
積

極
的
に
現
場
に
関
わ
り
、
子
ど
も
の

育
成
と
安
全
、
保
護
者
の

安
心
を
よ
り
一
層
高
め
る

必
要
が
あ
る
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
状
況
と
活
用
実
態
を
調
査

学
童
保
育
所
の
現
状
と
課
題
を
調
査

▲児童一人一人に安心で安全な放課後の
生活を

▲活用の幅が広がるタブレット端末

管所 事 務 調 査所管事務調査とは、委員会が所管する
市の事務について行う調査です
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、

農
業
施
設
の
保
守
お
よ
び
た
め
池
の

維
持
管
理
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
、
農
業

の
担
い
手
育
成
と
新
規
就
農
者
の
確

保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
状

と
課
題
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

用
排
水
路
や
た
め
池
の
現
状
は
、

施
設
の
老
朽
化
や
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
に
よ
る
従
事
者
数
減
少

で
、
一
部
で
は
保
守
点
検
お
よ
び
管

理
が
不
十
分
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
昨
年
度
６
軒

の
イ
チ
ゴ
農
家
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導

入
。
新
規
就
農
者
で
も
短
期
間
で
高

収
益
農
業
者
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
が
、
個
人
の
費
用
が
高
額
に
な

る
等
の
課
題
が
あ
る
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
と
親
元
就
農

者
の
数
よ
り
も
、
高
齢
化
に
よ
る
離

農
者
数
が
多
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

委
員
会
の
意
見

水
路
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
や
た
め
池
の
管
理
、

豪
雨
対
策
な
ど
、
市
は
早
急
に
調
査

お
よ
び
予
算
計
上
し
、
農
業
者
の
減

少
に
備
え
、
今
後
の
管
理
方
法
等
を

協
議
す
べ
き
で
あ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
基
盤
整
備
や

農
地
集
約
、
技
術
開
発
を
進
め
、
収

益
高
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
規
就
農
者
の
確
保
は
、
早
急
に

全
国
の
取
り
組
み
を
調
べ
、
攻
め
の

姿
勢
で
新
規
就
農
者
の
募
集
を
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
親
元
就
農
者
へ

の
支
援
を
見
直
し
、
担
い
手
へ
の
補

助
を
行
い
、
後
継
者
育
成
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

農
業
を
担
う
た
め
に
は
一
定
程
度

の
収
益
が
必
要
と
な
る
た
め
、
民
間

や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
さ

ら
な
る
販
路
拡
大
と
福
津
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
化
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
調
査
項
目

公
共
施
設
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
に
つ
い
て

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

農
業
の
現
状
と
課
題
を
調
査

▲後継者不足が心配される農業施設の維
持管理

賛  否  表
結　
果

議員名

議案名

大
山　
隆
之

中
村　
恵
輔

山
本　
祐
平

岩
下　
　
豊

井
手
口
忠
信

倉
元　
敏
徳

佐
伯　
美
保

福
井　
崇
郎

秦　
　
　
浩

石
田
ま
な
み

中
村　
晶
代

尾
島　
武
弘

豆
田　
優
子

戸
田　
進
一

榎
本　
　
博

米
山　
　
信

中
村　
清
隆

髙
山　
賢
二

承認 承認第  1号 専決処分した事件の承認について（令和４年度福
津市一般会計補正予算（専決第３号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
表
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

承認 承認第  2号 専決処分した事件の承認について（令和５年度福
津市一般会計補正予算（専決第１号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認 承認第  3号 専決処分した事件の承認について（福津市税条例
の一部を改正することについて） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 同意第12号 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 議案第45号 令和５年度福津市一般会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 議案第46号 福津市公民館条例を改正することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 議案第47号 福津市税条例を改正することについて ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

可決 議案第48号
福津市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例並びに福津市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例を改正することについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決 議案第49号 福津市漁港管理条例を改正することについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 議案第50号 財産の取得について ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
可決 発議第  4号 小児用新型コロナワクチン接種における慎重な対

応を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
可決 発議第  5号 消費税インボイス制度の延期・見直しを求める意見書 ● ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　●は反対　ーは欠席　＊は棄権

６月定例会

３月定例会訂
正
と
お
詫
び

福津市議会だより73号（令和５
年５月１日発行）で、誤りがあり
ました。裏表紙の３月定例会賛
否表の佐伯美保議員の賛否結果
を次のとおり訂正しますととも
に、深くお詫び申し上げます。

結　
果

議員名
議案名

佐伯　美保
（誤） （正）

可決 議案第  6号 令和5年度福津市一般会計予算について －（欠席） ○（賛成）
可決 議案第  7号 令和5年度福津市国民健康保険事業特別会計予算について －（欠席） → ○（賛成）
可決 議案第  8号 令和5年度福津市後期高齢者医療事業特別会計予算について －（欠席） ○（賛成）

9 議 会 だ よ り  ふ く つ


